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壁一つ隔てて全てが隔絶する現代日本の集合住宅のあり方に疑問を抱いた作者の、「集ま

って住む」ための新しい建築の提案である。ドーム状のユニットを上下左右にランダムに

重ねることにより、生活のための洞窟のような「内部」が生まれる。一方、連なるドーム

の間には「隙間」が生まれることになる。その隙間を「公」と「私」、「内」と「外」をつ

なぐ空間であると定義し、両者がゆるく曖昧に同居する集合住宅の空間モデルを示してい

る。また、既存の団地群のなかにドーム状ユニットの表情が現れたファサードを持たせる

ことで、新たな集合住宅の空間を象徴的に表現することにも成功している。新しい空間に

より生まれる暮しや人間関係の豊かさがもう少し具体的に表現されていれば、さらに魅力

的な提案となったと思う。今後の展開に多いに期待したい。以上を総合的に考慮して銅賞

にふさわしい作品であると判断した。 

（文責：小倉 征寛） 

 

 
 

 


